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午前10時13分 開会 ○工藤議長 ただいまから総務文教委員会を開催いたします。  初めての委員会でございますので委員長の互選を行うわけでありますが、この職務は年長の委員が仮委員長となってとり行うこととなっておりますので、まず私から年長の委員であります小田部善治委員を御紹介いたします。 小田部委員こちらに御足労願います。 ○小田部仮委員長 それでは着席のままごあいさつします。 年長ということで私が仮委員長を務めさせていただきます。 早速、委員長の互選を行うわけでありますが、既に内定いたしておりますので私から指名させていただきたいと思います。 委員長には私、小田部善治を指名させていただきたいと存じますがこれに御異議ございませんか。 （「異議なし」の声あり） 異議がありませんので私、小田部を委員長に決定させていただきます。 ありがとうございました。 ○小田部委員長 ここで一言ごあいさつ申し上げます。皆様の御推挙により委員長に就任することとなり光栄に存じているところでございます。もとより微力ではありますが、委員各位の御協力を得ながら本委員会の円滑な運営に努めてまいりますのでよろしくお願いいたします。簡単でございますが委員長就任のごあいさつとさせていただきます。 それでは次に副委員長の互選を行うわけでありますが、既に内定しておりますので私から御指名をさせていただきたいと思います。副委員長には高橋政行委員を御指名いたしたいと存じますがこれに御異議ございませんか。 （「異議なし」の声あり）  異議がありませんので高橋委員が副委員長に決定いたしました。それでは高橋副委員長、副委員長席にお着きの上、ごあいさつをお願いします。 ○高橋副委員長 

 一言ごあいさつを申し上げます。座ったままで失礼します。 皆様方の御推挙により副委員長に就任することととなり光栄に存じているところでございます。もとより微力ではありますが、委員長を補佐しながら、委員各位の御協力を賜り、本委員会の円滑な運営に努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。簡単ではございますが副委員長就任のあいさつとさせていただきます。  ありがとうございました。 ○小田部委員長  ありがとうございます。 次に当委員会の所管事務調査の実施についてでありますが、局長より説明をお願います。 ○佐藤議会事務局長 所管事務調査の実施につきまして、御説明申し上げます。 委員会の機能といたしましては市長部局等から提出された議案などの審査ともう一つの大きな機能として所管事務の調査というものがございます。 委員会が所管事務調査を実施する時は、調査事項、調査目的、調査方法、調査期間をあらかじめ議長に通知することが、会議規則で定められております。 御協議いただきます内容は、当委員会で所管事務調査を行うため、お手元に御配付の所管事務調査の実施について（案）を委員会として機関決定をしていただこうというものでございます。 この所管事務調査の実施についての（案）が委員会として機関決定され、委員長から議長に通知されますと、議長はこれを受けて、所管事務の閉会中継続調査についてを本会議に上程して議決を求めることになります。 議決されますと、議会が閉会中であっても委員会の調査活動が可能となり、他の委員会においても調査事項は異なりますが、同様な手続きをしていただくこととなっております。 なお、この手続きは、初議会の時と委員会構成が変わる２年目の６月議会に審議をいただくものでございます。 
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よろしくお願いいたします。 ○小田部委員長 ただいま、局長から当委員会の所管事務調査の実施について、説明をいただきましたが、御異議ございませんか。 （「異議なし」の声あり） 異議がありませんので、当委員会の所管事務調査の実施については、お手元に御配付の所管事務調査の実施について（案）のとおり決定をいたします。 以上で、本日の議事は終わりましたが、ほかに委員の皆さん何かございませんか。 ○飯田委員  所管事務調査で（８）に他の委員会の所管に属さない事項とありますが、そのほかに従来、総務文教委員会は財政の面で他の委員会にまたがるということであれば、ここの委員会で全体的な流れとして事務調査なり質問なりということは、そのまま対応していくという認識でよろしいでしょうか。 ○小田部委員長  休憩します。 午前10時21分 休憩  午前10時21分 再会 ○小田部委員長  再開します。  飯田委員の意見の対応ですけれども、これは当然、総務文教委員会の委員会活動の範疇に入ることで、あとはそれの是非については、委員会で委員長、副委員長のもとで精査をしながら、委員の皆さんと協議をしてまいりますので、問題は一切ないと、このように御承知をいただいて、協力をいただきたいと思います。  他にございませんか。 （「なし」の声あり）  なければ、これで閉会をいたします。 大変御苦労さまでした。 午前10時22分 閉会 


